
みなみそうまの

みそうまの

いちおし

みなみそうまの

キラリ産業

太陽光発電パネルリサイクル施設

関連企業と共同で製造した海洋土壌採取ロボット

表紙の写真

2010/平成22年
No.57

広報広報広報

2023/令和５年
No.200
2023/令和５年
No.200

11

…………………… ２
…… ６

……………………… ８
………………………10
………………………14

11月20日㈰は市議選
保健センターからこんにちは
Town Topics
暮らしの情報
図書館だより

……………… ２
……  ９

………………………10
………………………12
………………………18

水面に輝く
ムーンロード

200号



新年の挨拶

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
市
政
に
対
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
３

月
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
地
震
で
す
。
震
災
か
ら
11
年
を
迎
え

た
３
月
11
日
の
わ
ず
か
５
日
後
に
起
き
た
こ
の
災
害
は
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
が
い
か
に
自
然
の
脅
威
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ま
し
た
。
い
ま
だ
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ま
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
生
活
再
建
を
引
き
続
き
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
大
幅
に
規
模
を
縮
小
し
無
観
客
で

開
催
し
て
い
た
相
馬
野
馬
追
が
、
３
年
振
り
に
通
常
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
先
祖
伝
来
の
旗
指
物
を
背
に
し
た
騎
馬
武
者
た
ち

が
、
夏
草
茂
る
雲
雀
ヶ
原
に
集
結
す
る
姿
に
、「
よ
う
や
く
南

相
馬
の
夏
が
戻
っ
て
き
た
」
と
感
じ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
古
よ
り
連
綿
と

繋
が
れ
て
き
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
、
次
の
世
代
へ
と
受

け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
想
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
は
「
南
相
馬
市
第
三
次
総
合
計
画
」
ス
タ
ー
ト

の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
市
民
誰
も
が
こ
の
地
で
家
族

や
友
人
と
と
も
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
１
０
０
年

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
取
組

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、「
今
後
８
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
姿
勢
」
を
３
つ
掲
げ
、
市
民
、
事
業
者
・
ま
ち
づ

く
り
団
体
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

つ
な
ぐ　
今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
の
成
果
を
か
た
ち
と

し
、
次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
と「
つ
な
ぐ
」こ
と
で
、持
続
可
能

な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

  

よ
り
そ
う　
個
人
の
様
々
な
人
生
観
・
価
値
観
・
慣
習
な
ど
を

理
解
し
、
尊
重
し
つ
つ
、
互
い
に
思
い
や
り
、「
よ
り
そ
う
」こ

と
で
、
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
共
生
の
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。

 

い
ど
む　
前
例
に
捉
わ
れ
な
い
柔
軟
な
発
想
を
持
つ
と
と
も

に
、
様
々
な
困
難
を
飛
躍
の
機
会
と
捉
え
る
な
ど
、
何
事
に
も

「
い
ど
む
」こ
と
で
、
未
来
に
向
か
い
進
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
困
難
が
立
ち
は
だ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち
の
子
孫
が
こ
の
地
域
で
幸
せ
に
暮
ら

す
未
来
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
復
興
に
向
け

た
歩
み
を
進
め
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
卯
。
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
職
員
一
丸
と

な
っ
て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で

幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新年の挨拶
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新年の挨拶

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
市
議
会
に
対
し
て
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
、「
若
者
世
代
・
単
身
者

が
住
み
た
い
ま
ち
」「
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い
ま
ち
」
東
北

エ
リ
ア
で
３
位
に
選
ば
れ
る
。
４
月
、
南
相
馬
鹿
島
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
が
24
時
間
利
用
可
能
と
な
る
。
７
月
、
海
開
き
と
３
年
ぶ

り
に
相
馬
野
馬
追
の
通
常
開
催
。
８
月
、
夏
祭
り
の
復
活
。
９

月
に
は
柳
美
里
さ
ん
の
バ
ー
ク
レ
ー
日
本
賞
受
賞
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
県
内
で
は
大
波
３
兄
弟
の
活
躍
、
そ
し
て
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
お
け
る
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
活
躍
も
輝
い
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
は
目
を
疑
う
ば
か
り
で

す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ

イ
ル
発
射
、
中
国
の
海
洋
支
配
な
ど
厳
し
い
国
際
情
勢
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

特
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
世
界
経
済
や
日
本
の

経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
、
あ
ら
ゆ
る
資
材
・
物
価

の
高
騰
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
円
安
の
進
行
に
よ

り
市
民
の
生
活
へ
の
影
響
も
大
き
く
受
け
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
度
重
な
る
自
然
災
害
の
発
生
に
よ
り
、
前
年
度
の
改

修
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
ま
た
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
二

重
の
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
８
波

の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急

拡
大
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
混
雑
す
る
場

所
で
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
感
染
防
止
に
心
が
け
を
願
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
を
は
じ
め
、
ミ
サ
イ
ル
危
機
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
市
民
の
ひ
と
り
一
人
が
防
災
の
意
識

を
も
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
災
害
対
応
や
物
価
高
騰
対

策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
目
を
向
け
、
諸
課
題
の

対
応
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
卯
年
（
ウ
サ
ギ
に
あ
や
か
り
、
飛
び
跳
ね

る
）
で
あ
り
、
経
済
や
景
気
の
上
向
き
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
飛
躍

の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

広報みなみそうま１月号3



マタニティ
ファミリーセミナー

保健センターから

こんにちはこんにちは

ケン カツ

　 康　動！教室
はじめよう♪
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歯磨きの新常識歯磨きの新常識
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利用児童利用児童を募集募集しますします利用児童を募集します
児童
クラブ

　各児童クラブでは、４月からの利用児童を募集します。
対　象　市内に在学している小学生で、保護者が就労などで
　　　　昼間家庭にいない児童
活動日時　①月～金曜　下校時～18時
　　　　　②土曜と春・夏・冬休み　７時30分～18時
申込期間　１月16日㈪～２月７日㈫
申込方法　希望する児童クラブの窓口（申込書と必要書類を提出）

市
児童クラブ

市社会福祉
協議会運営

ＮＰＯ法人
トイボックス
運営

 

 

※費用は傷害保険料とおやつ代で、ひとり親家庭は月300円です。

学　　区費　用定　員連 絡 先ク　ラ　ブ　名

原一・原二・原三小
月500円

35人緯㉖6836錦 町 児 童 ク ラ ブ

鹿島小40人緯㉜1345け やき児 童クラブ

費　用定 員連 絡 先ク　ラ　ブ　名

無料40人緯㉒1803仲 町 児 童 ク ラ ブ

月500円40人緯㉔3557高 平 児 童クラブ ※

※高平児童クラブの費用は保護者会費です。

費　用定 員連 絡 先ク　ラ　ブ　名

年800円
　　　　 ※２

40人緯㊹4118小 高 児 童 ク ラ ブ

80人緯㊻4477鹿 島 児 童 ク ラ ブ

30人緯㉖4122八 沢 児 童 ク ラ ブ

40人緯㉖4567上 真 野 児 童クラブ 

65人緯㉒3202東 町 児 童 ク ラ ブ

35人緯㉒5300原町第一児童クラブ

55人緯㉔0436橋 本 町 児 童クラブ

８0人緯㉔0253上 町 児 童クラブ※１

40人緯㉓1706大 甕 児 童 ク ラ ブ

40人緯㉓4114太 田 児 童 ク ラ ブ

40人緯㉒2870石神第一児童クラブ

80人緯㉔0710石神第二児童クラブ

※１上町児童クラブは低学年から受け入れ、定員に達した場合は仲町児童クラブで受け
入れます。そのため、仲町児童クラブで受け付けは行いません。原三小の児童は全
員、上町児童クラブに申し込んでください。

※２費用は傷害保険料です。

児童クラブ
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保健センターから
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利用児童を募集します

ヘルシークッキンヘルシークッキンググ
　市食生活改善推進協議会では、「安く・簡単・
おいしく減塩」をテーマに料理教室を開催しま
す。
　野菜をたくさん使ったヘルシー料理を作る予
定です。
と　き　１月25日㈬10時～11時30分
ところ　原町保健センター
参加費　200円（材料費）
定　員　10人（先着順）
申込期限　１月20日㈮
申込先・問合せ　健康づくり課☎㉓３６８０

福福島看護補助者養成講島看護補助者養成講座座
　県では、看護補助者養成講座を開催します。
と　き　２月１日㈬～３日㈮ 
　　　　10時～16時45分
ところ　大町病院
定　員　10人程度（先着順）
申込先・問合せ
　株式会社アシュランス（委託先）
　☎0243（24）7335

　市では、妊婦さんやご家族の皆さんが安心して妊
娠期間を過ごし、出産後も楽しく子育てができるよ
うにセミナーを開催します。
　つわりなどが落ち着き、体調が安定した時期から
の参加をおすすめします。

○出産・栄養編
と　き　２月13日㈪10時～11時30分
ところ　原町保健センター
対　象　妊婦の方
内　容　お産の進み方、妊婦体操、妊娠中の食生活
定　員　１５人（先着順）
持参物　母子健康手帳、飲み物
申込先・問合せ　健康づくり課☎㉓３６８０

医医療従事者の療従事者の方方
届け出を忘れず届け出を忘れずにに

　医師・薬剤師・看護師などの医療従事者の方は、２
年に１度、住所や従事先などを記載した届出票の提
出が義務付けられています。
　今年からオンラインによる届け出が可能です。詳
しくは県ホームページなどでご確認ください。
対　象
　日本の医籍・歯科医籍・薬剤師名簿に登録されて
いる医師・歯科医師・薬剤師、県内で就業している
保健師・助産師・看護師・准看護師・歯科衛生士・
歯科技工士
届出期限　１月16日㈪
問合せ　相双保健所☎㉖１３２３
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よく読む

たまに
読む

1007550250

51％ 43％ 1％

どちらかといえば
役に立っていない

少しは役に
立っている

役に立って
いる

役に立って
いない■■                                ■ 　　  　　　■        ■         　　  　　■                 

■               ■ ■         ■ ■ 

70歳以上
23％

鹿島区
21％

50歳代
21％

60歳代
32％

小高区21％

原町区54％

女性
57％

男性
42％

　　　　「よく読む」が５２％と過半数を占
めていました。さらに、年齢が高くなるほど
割合が増加する傾向がありました。

問８ 広報紙を
読んでいますか。

全く読まない5％

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

回答者の回答者の
構成構成

回答者の
構成

広報みなみそうまについて

補 足

広
報・広
聴
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

　

市
で
は
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
市
政
と
広
報
を
目
指
し
、
毎
年
、
広

報
・
広
聴
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
は
満
20
歳
以
上
の
市
民
１
、
２
０
０
人
を
対
象
に
調
査（
全
27
問
）を
行

い
、
４
０
７
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た（
回
収
率
33
・
９
％
）。
調

査
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和４年度

　　　　広報紙の効果について、回答結
果別にみると、「よく読む」と回答した人
ほど、「役に立つ」と感じている傾向が
ありました。

問９ 広報紙は役に立って
いますか。

役に立っていない4％どちらかといえば
役に立っていない

8％
無回答1％

補 足

無回答1％

市長への
手紙

Ｑ＆Ａ

パソコンや
スマートフォン
（インターネット）

5％

無回答
6％

無回答4％ 無回答1％

女性
54％

男性
42％

無回答1％

性  別 年  代
平成23年

３月11日時点の
居住区

■ ■ ■

満足していない
20％

無回答
10％

市のホームページを
利用したことがありますか問13

市ホームページについて

17％ 76％ 7％7％7％

5％5％5％

無回答2％

県外6％
県内
4％

鹿島区
20％
鹿島区
20％
鹿島区
20％

小高区
23％
小高区
23％
小高区
23％

40歳代
14％
40歳代
14％
40歳代
14％

50歳代
16％
50歳代
16％
50歳代
16％

70歳以上
26％

70歳以上
26％

70歳以上
26％

60歳代
28％
60歳代
28％
60歳代
28％

30歳代
11％
30歳代
11％
30歳代
11％

原町区
46％
原町区
46％
原町区
46％

ほとんど
読まない
8％

ほとんど
読まない
8％

ほとんど
読まない
8％

市ホームページを
利用したことが

ない
49％

市ホームページを
利用したことが

ない
49％

市ホームページを
利用したことが

ない
49％

そう思う
7％

無回答
8％

そう思わない
11％

ややそう思う
41％あまりそう

思わない
33％

35％

30％

35％

38％ 57％

61％

67％

63％

たまに読む
34％

たまに読む
34％

たまに読む
34％

よく読む
52％
よく読む
52％
よく読む
52％

少しは役に
立っている
53％

少しは役に
立っている
53％

少しは役に
立っている
53％

役に
立っている
34％

役に
立っている
34％

役に
立っている
34％

市ホームページを
利用したことが

ある
49％

市ホームページを
利用したことが

ある
49％

市ホームページを
利用したことが

ある
49％

問
合
せ　

秘
書
課
☎
㉔
５
２
１
６

■ ■ ■ ■

20歳代4％
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■               ■ ■         ■ 

■               ■ ■         ■ ■ 

70歳以上
23％

鹿島区
21％

50歳代
21％

60歳代
32％

小高区21％

原町区54％

女性
57％

男性
42％

市長への
手紙

ふれあい
懇談会

パブリックコメント
（市民意見提出制度）

施設めぐり

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

回答者の
構成

（％）
1007550250

市長への
手紙

Ｑ＆Ａ

パソコンや
スマートフォン
（インターネット）

5％

無回答
6％

広聴について

■ ■ ■

　　　　70歳代以上は、全ての事業で
「利用したことがある」と回答した方
がいました。

知っている・利用したこと
がある事業について教えて
ください。

補 足

　　　　「そう思う」「ややそう思う」
と答えた方がおおむね50%を占めてお
り、男性より女性の方が６ポイントほど
高くなっていました。

補 足

問５

満足していない
20％

無回答
10％

問６

3％

2％

4％

1％

1％

1％

1％

1％

7％

5％

市政へのご意見をお寄せください
市では、アンケート調査だけでなく、市政全般や窓口サービスなどへのご意見を受け付けています。

　市政へのご提案など市
長にお寄せいただく取り
組みです。
　ご提案などは、市長が確認し、市
政運営の参考とさせていただくとと
もに、必要に応じて回答をお送りし
ます。
提出方法
　窓口、郵送（必要事項を紙に記して
提出）、市ホームページ（入力フォーム）
必要事項
　氏名、住所、電話番号、回答の有
無、公表の可否（実名で可、匿名で
可、不可のいずれか）、提案内容

　市民の皆さんと市長の
意見交換の場をつくる取
り組みです。
　市長や市の幹部職員
が、会場を訪問して懇談
します。
　懇談では、皆さんの疑問やご要望に答えたり、
市の現状や将来像について説明したりします。
対　　象　おおむね10人以上の組織
　　　　　（隣組やサークルなど）
開催時間　２時間以内
申込方法　窓口、郵送、メール（申込書を提出）
申込書配布先　秘書課、市ホームページ
申込期限　希望日の１カ月前

提出先・申込先・問合せ  〒975－8686原町区本町２丁目27南相馬市役所総務部秘書課☎㉔５２１６

市長への手紙 ふれあい懇談会

市民の意見や声を
十分に聴き取っていると
思いますか。

鹿島区
20％

小高区
23％

40歳代
14％

50歳代
16％

70歳以上
26％

60歳代
28％

30歳代
11％

原町区
46％

ほとんど
読まない
8％

市ホームページを
利用したことが

ない
49％

そう思う
7％

そう思う
7％

そう思う
7％

無回答
8％
無回答
8％
無回答
8％

そう思わない
11％

そう思わない
11％

そう思わない
11％

ややそう思う
41％

ややそう思う
41％

ややそう思う
41％あまりそう

思わない
33％

あまりそう
思わない
33％

あまりそう
思わない
33％

35％35％35％

30％30％30％

35％35％35％

38％38％38％ 57％57％57％

61％61％61％

67％67％67％

63％63％63％

たまに読む
34％

よく読む
52％

少しは役に
立っている
53％

役に
立っている
34％

市ホームページを
利用したことが

ある
49％

■利用したことがある ■知っているが利用したことはない ■知らない ■無回答



〈７月18日〉

　６月にオープンした
外国人活躍支援セン
ター（愛称SAKURA）で
８月22日、外国人の
皆さんが親睦を深める
SAKURAまつりが開催
されました。

アズキ運びゲーム大会

２年ぶりに
夜空に咲く大輪の花
小高区で「火の祭」開催

桜平山公園

待ちに待った海開き

　晴天の下で県内外の参加者約2800人が、沿道の拍
手を受けながらゴールを目指しました。〈12月４日〉
　晴天の下で県内外の参加者約2800人が、沿道の拍
手を受けながらゴールを目指しました。〈12月４日〉
　晴天の下で県内外の参加者約2800人が、沿道の拍
手を受けながらゴールを目指しました。〈12月４日〉

こども未来フェスティバル〈11月19日〉
　令和４年４月に
施行した「南相馬
市こども・子育て
応援条例」の制定
を記念し、いい育
児の日に合わせて
開催されました。

ご自身やご家族が写っている写真は、
希望があれば差し上げます。
秘書課☎㉔５２１６

野馬追の里健康マラソン大会・
ウオーキング大会

野馬追の里健康マラソン大会・
ウオーキング大会

野馬追の里健康マラソン大会・
ウオーキング大会

8広報みなみそうま１月号



民生委員・児童委員・主任児童委員の委嘱状
伝達式〈12月５日〉

〈７月18日〉

　６月にオープンした
外国人活躍支援セン
ター（愛称SAKURA）で
８月22日、外国人の
皆さんが親睦を深める
SAKURAまつりが開催
されました。

アズキ運びゲーム大会

２年ぶりに
夜空に咲く大輪の花
小高区で「火の祭」開催

桜平山公園

待ちに待った海開き

金婚祝賀会〈11月22日〉

スクールチャレンジ南相馬市大会〈12月３日〉
農林水産祭で天皇杯（農産・蚕糸部門）を受賞した
高ライスセンターが市長へ受賞報告〈12月１日〉

市消費喚起応援事業の抽選会〈12月６日〉

北泉海浜総合公園でサウナ体験〈12月５日〉

県社会福祉大会会長表彰の受賞報告
〈11月17日〉

　百歳の節目を迎えた
方に、市と県から記念
品やお祝いの品が贈ら
れました。これからも
お元気で。

100歳おめでとうございます

　村井スセヨさんの長
寿の秘訣は、支えてく
れる家族の存在がある
ことだそうです。

　晴天の下で県内外の参加者約2800人が、沿道の拍
手を受けながらゴールを目指しました。〈12月４日〉

〈11月25日〉原町区小木
むら   い

野馬追の里健康マラソン大会・
ウオーキング大会

広報みなみそうま１月号9



情報
暮らし
の

information
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市
消
防
団
出
初
式

　

市
消
防
団
で
は
、
令
和
5
年
出

初
式
を
開
催
し
ま
す
。
団
員
参
集

の
た
め
、
当
日
7
時
に
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
。

　

式
典
前
に
各
区
で
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
す
。
一
時
通
行
止
め
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

1
月
9
日
㈷　

時
～

10

と
こ
ろ　

ゆ
め
は
っ
と

小
高
区
団
パ
レ
ー
ド

と　

き　

8
時　

分
～

30

と
こ
ろ

　

貴
船
神
社
～
浮
舟
ふ
れ
あ
い
広

場
～
浮
舟
文
化
会
館

鹿
島
区
団
パ
レ
ー
ド

と　

き　

8
時　

分
～

45

と
こ
ろ

　

か
し
ま
交
流
セ
ン
タ
ー
前
～
江

垂
交
差
点

原
町
区
団
パ
レ
ー
ド

と　

き　

9
時
～

と
こ
ろ

　

四
ツ
葉
交
差
点
～
ゆ
め
は
っ
と

問
合
せ　

危
機
管
理
課

 

☎
㉔
5
2
3
2

 

教
育
委
員
会
定
例
会

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
定
例
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
開
始

時
刻
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月　

日
㈮

20

　
　
　
　
　

時　

分
～

13

30

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
２
階

問
合
せ　

教
育
総
務
課

 

☎
㉔
５
２
８
２

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

公
用
車
の
売
却

　

市
で
は
、
消
防
団
で
使
用
し
て

い
た
消
防
車
両
７
台
を
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。
入
札
へ
の
参
加

を
希
望
す
る
方
は
募
集
要
項
で
詳

細
を
確
認
の
上
、
参
加
を
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

入
札
日　

2
月　

日
㈬

15

入
札
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
3
階

参
加
申
込
方
法　

窓
口

募
集
要
項
配
布
先

　

公
有
財
産
管
理
課
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

参
加
申
込
期
限

　

1
月　

日
㈫　

時
（
必
着
）

31

17

参
加
申
込
先
・
問
合
せ

　

公
有
財
産
管
理
課

 

☎
㉔
5
4
0
5

お
に
の
面
を
作
ろ
う

　

市
で
は
、
ち
び
っ
こ
広
場
を
開

催
し
ま
す
。
節
分
に
合
わ
せ
て
鬼

の
お
面
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
㈭

26

　
　
　
　
　

時
～　

時

10

11

対　

象

　

満
１
歳
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん

と
家
族

定　

員　

各　

組
程
度（
先
着
順
）

10

申
込
期
間　

１
月　

日
㈬
９
時
～

11

開
催
場
所
・
申
込
先
・
問
合
せ

　

原
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉔
４
５
５
８

　

か
し
ま
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
㊼
２
１
４
７

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

市
子
育
て
応
援
基
金

助
成
事
業

　

市
で
は
、
市
子
育
て
応
援
基
金

を
活
用
し
て
子
育
て
支
援
活
動
に

取
り
組
む
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体

　

子
育
て
支
援
活
動
を
行
い
、
次

に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
団
体 

毅
団
体
規
約
を
有
し
、
自
主
的
・

主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
（
活

動
が
見
込
ま
れ
る
）
こ
と

毅
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
る
こ

と
毅
会
計
経
理
が
明
確
で
あ
る
こ
と 

毅
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
半
数

以
上
が
市
民
で
あ
る
こ
と

毅
政
治
・
宗
教
活
動
、
主
に
営
利

を
目
的
と
す
る
団
体
で
な
い
こ

と
対
象
事
業

毅
地
域
と
家
庭
に
お
け
る
子
育
て

支
援
を
目
的
と
し
た
活
動

毅
子
育
て
活
動
を
目
的
と
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

毅
子
育
て
を
支
援
す
る
環
境
づ
く

り
事
業
期
間

　

４
月
～
令
和
６
年
３
月

補
助
限
度
額　

１
０
０
万
円

応
募
方
法　

窓
口
・
郵
送

応
募
期
間

　

１
月　

日
㈪
～　

日
㈫

16

31

応
募
先
・
問
合
せ

　

こ
ど
も
家
庭
課
☎
㉔
５
２
１
５

お
知
ら
せ
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問合せ　社会福祉課☎㉔５２４１
協　力　南相馬手話サークル耳通口

みみずく

働
き
た
い
ネ
ッ
ト
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
企

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
企
業
を
含
め
県
内　

社
が

36

参
加
し
ま
す
。
仕
事
の
内
容
や
職

場
環
境
な
ど
、
求
人
票
で
は
分
か

ら
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
専
門
の
相
談
員
に
「
お
仕
事

相
談
」
も
で
き
ま
す
。

と　

き　

1
月　

日
㈮

20

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時

13

30

16

申
込
期
限　

1
月　

日
㈰

15

申
込
方
法

　

電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
先
・
問
合
せ

　

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会
南
相
馬
窓
口（
商
工
労
政
課
内
）

 

☎
㉖
7
6
9
0

 

葛２月14日㈫10時～正午

素敵なアロマ
キャンドル作り
ところ
　石神生涯学習センター
参加費　1500円（材料代）
定　員　15人（先着順）
申込期間
　１月11日㈬～31日㈫
問合せ
　石神生涯学習センター
　☎㉒３４２１

高めよう防災意識
始めようボランティア活動
防災とボランティアの日
　毎年１月17日は
「防災とボランティ
アの日」、１月15日
から21日は「防災と
ボランティア週間」
です。平成７年の阪
神・淡路大震災での
ボランティア活動を
きっかけに国が定
めました。
　近年は、東日本大震災をはじめ、令和元年東日本台風や
令和２年と令和３年の福島県沖地震など大きな災害が発
生しています。災害からの復旧には、ボランティアの皆さ
んの支援活動が大きな役割を果たしています。
　ボランティア活動は「何かしたい」「手伝いたい」とい
う気持ちがあれば、どなたでも参加できます。この機会に
防災への関心を高め、ボランティア活動にどのように関わ
ることができるか考えてみませんか。
　市社会福祉協議会ではボランティアの
登録や養成講座などを行っていますので、
お気軽にお問い合わせください。
問合せ　社会福祉課☎㉔５３２１
　　　　市社会福祉協議会☎㉔３４１５

　新型コロナウイルス感染症
の影響で行事が中止・延期にな
る場合があります。お問い合わ
せいただくか、市ホームページ
をご確認ください。

市社協
ホームページ
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入居者募集市営
住宅

【入 居 日】令和５年２月１日㈬
【募集期限】１月13日㈮（必着）
【入 居 日】令和５年２月１日㈬
【募集期限】１月13日㈮（必着）
【入 居 日】令和５年２月１日㈬
【募集期限】１月13日㈮（必着）

ケン カツ

　 康　動！教室
はじめよう♪

南相馬市博物館
申込先・問合せ  ☎㉓６４２１

ご案内

◆エントランスホール展示
　｢日本の 凧 ｣

たこ

　ＮＨＫ連続テレ
ビ小説「舞いあが
れ！」で話題の「ば
らもん凧」（長崎県
五島列島）などを
展示します。
　エントランス
ホールは入館無料
です。
と　き
　１月４日㈬～
　31日㈫

◆史料をよむ
「南北朝時代の相馬氏⑥」
　内乱期のなか、相馬氏がどのように生き抜
いていったか、史料を読み取りながら考えます。
と　き　３月４日㈯
　　　　13時30分～15時30分
ところ　市博物館
講　師　岡田　清一氏
　　　　（東北福祉大名誉教授）
定　員　36人（先着順）
申込期間　２月４日㈯９時～３月４日㈯

◆体験学習「勾玉を作ろう！」
　古代の装飾品「勾玉」の歴史や技術を学び
ながら、滑石で作ります。
と　き　３月12日㈰10時～正午
ところ　市博物館
定　員　15人（先着順）
申込期間　２月12日㈰９時～３月12日㈰

間 間取り  築 築年数  駐 駐車場  賃 家賃月額

小高区 紅梅団地Ｂ−２−２号室（１・２階）

間 3DK 築 20年 駐 有 賃 32,400円～43,800円

鹿島区 定住促進住宅２号棟402号室（４階）

間 3DK 築 30年 駐 有 賃 9,800円～19,300円

原町区 大町東団地201号室（２階）

間 2DK 築 ８年 駐 有 賃 17,700円～34,900円

原町区 大町東団地311号室（３階）

間 3DK 築 ８年 駐 有 賃 21,300円～41,800円

毅東日本大震災特別家賃低減事業によって家賃が減
額される場合があります。
毅一般世帯・定住促進住宅は浴槽・風呂釜はありま
せん。
毅申込多数の場合は、抽選を行います。

中堅所得者向け住宅

災 害 公 営 住 宅

原町区 仲町団地２号棟207号室（２階）

間 3K 築 48年 駐 有 賃 8,700円～16,100円

原町区 二見町団地１号棟302号室（３階）

間 3K 築 42年 駐 有 賃 14,300円～28,100円

一 般 世 帯 の 住 宅

▲ばらもん凧

定 住 促 進 住 宅

申込先・問合せ　建築住宅課緯㉔５２５３
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　市では、パブリックコメント手続きを実
施します。皆さんの意見や提案をお寄せくだ
さい。
　意見などを提出する際の書式は自由です
が、住所、氏名、電話番号も明記してくだ
さい。提出方法は、窓口や郵送、ファク
ス、メールです。

市民意見提出制度

意見等の提出期限・公表期間
１月26日㈭～２月14日㈫

素案の公表場所（閉庁日、休館日を除く）
　企画課、市民課、小高区と鹿島区の各市
民総合サービス課、各生涯学習センター、
市民情報交流センター、市ホームページ

【入 居 日】令和５年２月１日㈬
【募集期限】１月13日㈮（必着）

ケン カツ

　 康　動！教室
はじめよう♪

木原さんと
そらジローがやってくる！
「まとめて防災」講演会

　実行委員会では、生涯学習講演会を開催します。
と　き　２月26日㈰13時30分～
ところ　さくらホール
講　師　気象予報士・防災士　 木  原 　 実 氏、そらジロー

き はら みのる

演　題　これだけは知っておきたい「まとめて防災」
入場料　前売り券500円
　　　　※当日券なし
定　員　500人（先着順）
前売券販売所　各生涯学習センター
販売開始日　１月５日㈭
問合せ　実行委員会事務局
　　　　（鹿島生涯学習センター内）
　　　　☎㊻５１１６

会計年度
任用職員の
募集

　市では、令和５年４月１日
から勤務する会計年度任用
職員を募集します。
　詳細は市のホームページ
でご確認ください。
要項・申込書配布先
　総務課、市民課、各区市民
総合サービス課、ハローワー
ク、市ホームページ
受付期間
　１月４日㈬～20日㈮
問合せ　総務課☎㉔ ５ ２ ２ ２

▲木原　実氏
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画
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問合せ　学校教育課☎㉔５２８３

入学通知書を発送します
　市教育委員会では、対象者へ入学通知書
を郵送します。通知書が届かない場合や、
転居・転出などで入学指定の学校が変更と
なる場合はご連絡ください。
　避難している方で、避難先の学校へ入学
を希望する方は、避難
先の教育委員会へご
相談ください。
対　象
　４月に小・中学校に
入学予定の児童・生徒
発送時期　１月中旬

小・中学校入学のご案内
入学前準備金（就学援助制度）の支給
　経済的な理由などでお子さんの就学が困難な方に、
入学に必要な新入学用品費を援助する制度がありま
す。詳細は、各学校から送付される入学説明会の案内
などでご確認ください。
対　象　４月に、市内の小学校に入学予定の児童の保

護者
申請期限　２月28日㈫

通学区域外への就学
　特別な事情がある場合は、申請によって通学区域外
の学校に入学することが認められています。
申請期限　２月15日㈬

給与支払
報告書の提出
　市では、令和５年度の給与支
払報告書を受け付けます。
　１月１日現在、本市に住民登
録がある方に給与など（パート・
アルバイトを含む）を支払った
事業主は、市に給与支払報告書
を提出することが法律で義務
付けられています。
　受給者が令和４年中に退職
した場合や支払額、年末調整の
有無に関わらず提出が必要で
す。受給者が避難している場合
も、本市に住民票がある方は本
市に提出してください。
提出書類
　総括表（１事業所につき１
部）、個人別明細書（受給者１
人につき１部）
提出方法
　窓口、郵送、電子申告
提出期限　１月31日㈫（必着）
提出先・問合せ
　税務課☎㉔５２２６

償却資産の申告
■償却資産を所有する方へ
　固定資産税は、土地や建物のほか、減価償却費として
計上されている償却資産（事業で使用する構築物や機械
など）にも課税されます。
　償却資産を所有する方は、毎年１月１日現在の所有状
況を、資産の所在する市町村に申告することが法律で義
務付けられています。
　市では、令和４年度に申告書を提出した方と、令和４
年中に新しく事業所を設立した方に申告書を送付しまし
た。新たに申告が必要な方で、申告書をお持ちでない方
はご連絡ください。
　なお、次の場合は申告する必要はありません。
毅取得価格が10万円未満の資産で、法人税法の規定で損
金に算入するもの
毅取得価格が20万円未満で、３年以内に一括償却するもの
提出期限　１月31日㈫
■太陽光発電に関する償却資産の申告
　ソーラーパネルなどの太陽光発電設備も償却資産に該
当し、固定資産税の課税対象となる場合があります。
　次の資産をお持ちの方は、申告してください。
対象資産
毅法人・個人が事業用に設置した太陽光発電設備
毅個人が住宅用に設置した太陽光発電設備のうち、発電
能力が10鯵以上のもの（屋根材と一体となっている太
陽光発電設備を除く）
問合せ　税務課☎㉔５２２７
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南相馬市の人口

問合せ 　デジタル推進課☎㉔５４１２

●転入  87人
●転出 117人
●出生  17人
●死亡  75人

11月中の動き令和４年12月１日現在（前月からの増減数）

　令和２年国勢調査時の人口を基に毎月の転入・転出・出
生・死亡届出の人数を加減して得た数値です。

人口
男
女

57 ,313  人 （－88人）
30 ,230  人 （－43人）
27 ,083  人 （－45人）
26 ,486世帯（－11世帯）

南相馬市南相馬市の人口人口南相馬市の人口

環境放射線モニタリング結果 大気浮遊じんモニタリング結果
問合せ 生活環境課緯厩５２３１

　ちりやほこりに付着した放射性物質の飛散状況を
調べるため、市内10地点で収集した大気１弱あたり
の放射性物質の濃度を測定しました。

問合せ 生活環境課緯厩５２３１
市内の空間放射線量率を掲載しています。
※測定日時は12月８日正午、単位はμSv/h、地上１ｍ地点で測定

※市内約260カ所の測定結果が原子力規制委員会ホームページ
　で公開されています。
※馬場公会堂は機器の調整のため、一時停止しています。

※「不検出」とは検出限界値未満を示します。検出限
　界値はおおむね0.02～0.03ｍBq/弱です。
※測定値に大きな変動があった場合は、専門家によ
　る解説を掲載します。

放射能濃度（mBq/弱）
セシウム測　定　地　点

11/９〜11/1611/16〜11/24
不 検 出不 検 出134川 房 公 会 堂

（川　房）
小　

高　

区

0.0280.040137

不 検 出不 検 出134金 房 小 学 校
（飯　崎） 不 検 出0.017137

不 検 出不 検 出134塚 原 公 会 堂
（塚　原） 0.021不 検 出137

不 検 出不 検 出134鹿 島 区 役 所
（西　町）

鹿　

島　

区

0.0240.013137

不 検 出不 検 出134鹿島区3−3消防屯所
（南海老） 不 検 出不 検 出137

不 検 出不 検 出134横 川 ダ ム
（馬　場）

原　
　

町　
　

区

0.0310.044137

不 検 出不 検 出134原町保健センター
（小川町） 不 検 出0.010137

不 検 出不 検 出134高平生涯学習センター
（下高平） 不 検 出0.014137

不 検 出不 検 出134市 立 総 合 病 院
（高見町） 不 検 出不 検 出137

不 検 出不 検 出134大 原 公 会 堂
（大　原） 0.0260.028137

問合せ 鹿島区／相馬地方広域水道企業団緯営 １ ０ ２ ０
　　　 小高区・原町区／水道課 緯鰻 ３ ５ ４ ７

※「不検出」とは検出限界値（おおむね１Bq/kg）未満を示します。
※令和４年10月より、鹿島区の検査は週１回となりました。「―」は
　検査がない日です。

（単位：Bq/kg)

水道水のモニタリング結果

検　　査　　日
対　　象　　施　　設

10月31日11月２日11月４日

不検出不検出不検出

第 2 浄 水 場
小高区 小高北部浄水場

小高西部浄水場
牛 越 浄 水 場

原町区 大 谷 浄 水 場
矢 川 原 浄 水 場

−不検出−
大 野 台 浄 水 場

鹿島区
鹿島第2水源地
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中央図書館
☎○７７８９
小高図書館
☎○１０１１
鹿島図書館
☎○５１１６

23

66

46

図書館
Lib

raryLib
raryL yyyyyyyyyyyyyLL yyyyyyyyy １月のお休み

◆中央図書館◆

◆小高図書館◆

◆鹿島図書館◆

毎週月曜
１日㈷～３日㈫
24日㈫～27日㈮

1月20日㈪～24日㈮

企画棚
❶

１月の
おはなし会

おはなしのへや

と　き　12日㈭
　　　　11時～11時30分
ところ　子ども図書館
　　　　ちいさなおはなしのへや

と　き　毎週土曜  
　　　　11時～11時30分
ところ　子ども図書館  
　　　　おはなしの蔵

（０歳～２歳向け）

おすすめスポットをチェック！企画展示紹介

information
ライブラリーシアター

入場
無料

上映会場　市民情報交流センター２階
　　　　 マルチメディアホール
上　　映　13時30分～15時21分（開場13時～）

１月14日㈯『ピース・ニッポン』
（2019年 日本 111分）

　全国47都道府県200カ所以上の美しい日
本の映像を集めたドキュメンタリー映画で
す。８年の撮影期間を経て、厳選された映像
の美しさは、まだ知らない日本の魅力を存分
に感じることができます。

図書館福袋

　大正・昭和に人気を博
したもの、流行していた
ものが再び注目されてい
ます。食品やファッショ
ン、デザインなどさまざ
まなレトロを楽しめる資
料を集めました。

　世界的にも注目を浴びて
いる、80年代を中心とし
た日本のポップスのCDを
集めました。CDごとにオ
ススメの曲も紹介していま
す。いつまでも色あせない
名曲をお楽しみください。

　中央図書館、小高図書館、鹿島図書館は１月
24日㈫から27日㈮まで、蔵書点検のため休館し
ます。
　休館中の本や雑誌の返却は、ブックポストをご
利用ください。ＣＤやＤＶＤなどは開館日に館内
カウンターへお返しください。
　なお、上記期間中は、市民情報交流センターの
開館時間が８時30分から17時までとなります。

１月24日㈫～27日㈮
蔵書点検のため休館します
１月24日㈫～27日㈮
蔵書点検のため休館します
１月24日㈫～27日㈮
蔵書点検のため休館します

おはなし会
（３歳～小学生向け）

びて
し
を
オ
ま
い
。

ま
い
。
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企画❶

おすすめ
企画展示❶

本で広がる
楽しい世界

おすすめ
企画 ❶　

企画❶

司
書
お
す
す
め

こ
の
１
冊

司
書
お
す
す
め
の

Ｃ
Ｄ

1月20日㈪～24日㈮

企画棚
❶

ゴールデン☆ベスト
爆風スランプ ALL SINGLES
爆風スランプ

心と体が楽になる読書セラピー
寺田　真理子／著

図書館福袋

　読書には心や体を癒やしてくれる効果がある
といわれています。本書ではそれを「読書セラ
ピー」と呼んで、本の読み方や選び方などを紹
介しています。皆さんも本を読んでいてほっと
したり元気をもらったりしたことはありません
か。読書の癒やしの力を体験してみてくださ
い。日本読書療法学会会長である著者のおすす
めの本も紹介しているので、本選びの参考とし
てもおすすめです。

　年明けのニューイヤー駅伝・箱根駅伝での選
手の熱い走りを見て走りたくなった人、走るこ
とが趣味の人、今年から走ってみようと考えて
いる人など、全ての“走る人”の背中を押して
くれる曲『Runner』がおすすめです。
　走りながら聞く際は、音量や周囲の安全確認
はもちろん、曲の効果によるオーバーペースに
も、ご注意ください。

てら    だ             ま     り     こ

１月24日㈫～27日㈮
蔵書点検のため休館します
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問
合
せ

市
博
物
館
☎
㉓
６
４
２
１

博物館ＨＰ

四
十
一

博
物
館

おお
し
え
し
え
て

お
し
え
て

　雪
上
の
Ｙ
字
の

正
体
は
…
？

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
増
し
て
雪

が
降
る
と
、
里
山
や
山
あ
い
な

ど
の
雪
上
に
、
Ｙ
字
状
に
並
ん

だ
４
つ
の
へ
こ
み
が
、
連
続
で

見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
へ
こ
み
の
正
体
は
…
今
年

の 
干  
支 
「 
卯 
」
の
動
物
、
ウ
サ

え 

と 

う

ギ
（
ニ
ホ
ン
ノ
ウ
サ
ギ
）
の
足

跡
で
す
。

ウ
サ
ギ
は
、
大
き
な
後
ろ
足

で
蹴
り
出
す
→
左
右
の
小
さ
な

前
足
が
時
間
差
で
前
後
に
着
地

→
着
地
し
た
前
足
よ
り
も
後
ろ

足
が
前
に
出
る
、
を
繰
り
返
し

て
前
進
し
ま
す
（
体
育
の
跳
び

箱
の
時
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
）。

そ
う
す
る
と
、
特
徴
的
な
Ｙ
字

の
足
跡
が
残
る
わ
け
で
す
。

博
物
館
周
辺
の
公
園
や
林
で

も
、
足
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
た
ま
に
観
察
し

て
み
る
の
で
す
が
、
ウ
サ
ギ
の

動
き
が
よ
く
分
か
り
、
雪
上
を

駆
け
回
っ
て
い
る
姿
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
て
面
白
い
で
す
。

多
く
の
野
生
の
け
も
の
は
夜

行
性
な
の
で
、
姿
を
目
に
す
る

機
会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

足
跡
を
は
じ
め
、
野
生
動
物
が

残
し
た「
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
痕
跡
（
フ
ン
、エ
サ

を
か
じ
っ
た
痕
な
ど
）に
は
そ
れ

ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
の
で
、
姿
は

見
え
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
動

物
の
種
類
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
中
で
も
ウ
サ
ギ
の
足
跡

は
、
分
か
り
や
す
い
フ
ィ
ー
ル
ド

サ
イ
ン
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
リ
ス
、
野
ネ
ズ
ミ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
は
、
分
か
り
や

す
い
足
跡
を
残
す
の
で
、
雪
が

降
っ
た
ら
、
め
っ
た
に
姿
を
現

さ
な
い
け
も
の
た
ち
の
生
活
の

一
部
が
見
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
滑
ら
な
い
よ
う
足
元
に
十

分
気
を
つ
け
な
が
ら
観
察
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

▲ウサギの足跡（上）と、前足よりも後ろ足を前に着
　地させて走るウサギ（下）



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

この広報紙は再生紙とエコマーク認定
植物油インキを使用しています。

広
報
み
な
み
そ
う
ま

令
和
５
年
１
月
１
日
発
行

●
配
布

小
高
区:

地
域
振
興
課    

☎（
０
２
４
４
）44
│

２
１
１
２

鹿
島
区:

地
域
振
興
課    

☎（
０
２
４
４
）46
│

２
１
１
０

原
町
区:
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課 

☎（
０
２
４
４
）24
│

５
４
１
１

●
編
集
・
発
行   

南
相
馬
市
総
務
部
秘
書
課

〒
９
７
５
│
８
６
８
６　
南
相
馬
市
原
町
区
本
町
二
丁
目
27
番
地

☎（
０
２
４
４
）24
│
５
２
１
６【
直
通
】
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
４
４
）23
│
７
４
２
５

みなみそうまの

みそうまの

いちおし

みなみそうまの

キラリ産業

太陽光発電パネルリサイクル施設

関連企業と共同で製造した海洋土壌採取ロボット

表紙の写真

第
１
０
０
号（
平
成
26
年
９
月
）

第
１
２
７
号（
平
成
28
年
12
月
）

第
１
５
８
号（
令
和
元
年
７
月
）

第
１
７
８
号（
令
和
３
年
３
月
）

第
１
０
７
号（
平
成
27
年
４
月
）

平成18年１月に３市町が合併し
南相馬市が誕生。記念すべき創刊
号です。

小高区の復興夏祭りを取材しまし
た。

旧警戒区域の復興状況を掲載した
「ライン20」の折り込みを始め
ました。

市制10周年を迎え、10年の歩み
を写真や年表などで振り返りまし
た。

毎年恒例となった、市民の笑顔を
集めた12月の表紙は、この年か
ら始まりました。

相馬野馬追の組み写真が、全国広
報コンクールに２年連続で入選し
ました。

震災後初の海水浴場再開に合わせ
て、南相馬の海を特集しました。

震災から10年の節目を迎え、それぞれの立場で復興に尽
力された市民の皆さんを取材しました。

第
１
号（
平
成
18
年
１
月
）

第
１
１
６
号（
平
成
28
年
１
月
）

第
１
３
６
号（
平
成
29
年
９
月
）

　定刊号として毎月１日に発行している「広報みなみそうま」
は、平成18年１月に創刊号を発行してから今号で200号を迎えました。ご覧い
ただいている皆さん、取材にご協力いただいた皆さんに感謝を申し上げます。
　これからも、分かりやすく親しみやすい紙面づくりに努めます。

創刊 　　号を迎えました

こ
れ
ま
で
の
紙
面
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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